
アルミフランジ仕様直管マフラーの特徴とお断り 

 

この度は当社製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。 

当製品はレトロマフラーとして、よりお客様のニーズにお答えする為にフランジ部に鋳物製アルミ

を使用しております。その為、通常の鉄フランジに比べ、取り付け不具合により安易にアルミフラ

ンジを破損してしまいます。このような取り付け不良によるアルミフランジの破損を防ぐ為に、以

下のことを十分理解し、注意して取り付けてください。 

 

・ひとつのフランジを片側のフランジボルトのみに偏りのあるトルクをかけないでください。（片

側のみの締め付けトルクが高すぎると必ず割れます。） 

・排気ポート部に口金がしっかり入っていない状態でのフランジの締め込みはしないでください。 

・排気漏れなどの症状に対し、無理なトルクでの締め付けを行わないでください。 

 

※尚、割れてしまった場合、修理可能な場合と不可能の場合とがございますので、その際は当社ま

でご連絡ください。 

 

・状況により修理可能の場合 

⇒有償により修理させていただきます。 

 

・メッキタイプや特殊な状態の場合（修理不可能の場合） 

⇒お断りさせていただく場合がございますので宜しくお願いいたします。 

 

※必ずお読みになってください 

黒塗装のご注意！！ 
 

当社の塗装は純正メーカーにおいて、ペイントされた最高級の塗装です。マフラーを取付

け後、３分ぐらいアイドリングで温めて、一度エンジンを切って冷ましてから、再度エン

ジンをかけてください。そうすると、塗装が剥れにくくなります。 

ご注意！！ 
 

当社の製品は無改造で装着することができ、車両等へ支障及ぼすことはありませんが、 

まれにエンジンの異常燃焼の熱によりフェンダー、ワイヤー等への

破損の恐れがある車輌があります。この場合は、クレームの対象に

はなりません。 

なお、溶接の不備によるクラックおよび脱落で破損をきたした場合は、ご購入頂いた当社

商品の範囲内の保証とさせていただきます。ご了承ください。 
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一体式直管マフラー(ワンピース)の特質  

及び取付装着時の注意事項 
 

直管マフラーの特性上、製作時において、口金及びステーはオートバイのエンジン、車体と

同じ冶具を基にエキパイは口金をエンジンポート内で固定しその位置へパイプを差し込んで

溶接します。また、ステーは車体本体へ先に固定し、その位置へリアテールを当てて溶接す

る為、口金・ステーの位置は 100％狙いが生じることはありません。 

では、なぜ排気もれ及びステー位置がずれるのかと言いますとそれは、溶接を終えて冶具か

らマフラーをはずすと、内側に縮もうとする現象が現れるからです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

●不適切な取付けによって見られる主な症状 

①エキパイより排気もれを起こす 

②ステーの位置が前方に 20㎜～50㎜ずれている 

 

 

● 対策 

①フロントエキパイは、前後左右に動く為、硬いですが、一本ずつ前後左右に動かし確実に

ポートに差し込んで、仮止め状態にする。(下図参照) 

 

②フランジは、エキパイごとに均等に締める。(仮止めの状態で本締めはまだ行わない) 

③先にステーは仮止めし、次にフロントエキパイの順に作業する。 

④エキパイを確実に一本、一本均等に締め付けていき、最後に本締めをします。 

※また、古いオートバイなどで、フレーム、ステップなど歪みが出ている場合がありますので

注意して下さい。 

 

 

取り付けに関しご不明な点がございましたら、ご購入頂きました販売店にご相談下さい。 

                                 ㈱エムテック・中京 
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